
	


	


	


	


	


	


	


	


	


	


	


	


	


	


	


	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	


	


	


	


	


	


	


	


	


	


	


	


	


	


	


	


	


	


	


	


	


	


	


	


	


	


	


	


	


	


	



	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（５）２００２．１．２１

教
育
相
談
所
で
は
、
毎
月
出
張
教
育

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

不
登
校
、
非
行
、
勉
強
や
進
路
の
悩

み
、
親
と
子
の
関
係
な
ど
で
お
困
り
の

方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
専

門
の
相
談
員
が
お
答
え
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

○
時
間

午
前
１０
時
〜
正
午

※
相
談
希
望
の
方
は
、
前
も
っ
て
電
話

を
し
て
下
さ
い
。

�問
教
育
相
談
所
�
７
２
３
・
４
３
９
６

藤
の
台
遺
跡
は
、
本
町
田
の
今
井
谷

戸
交
差
点
近
く
に
あ
っ
た
遺
跡
で
す
。

恩
田
川
流
域
の
丹
沢
山
塊
が
眺
望
で
き

る
見
晴
ら
し
の
よ
い
場
所
で
、
こ
こ
か

ら
縄
文
時
代
早
期
、
前
期
、
中
期
の
ム

ラ
の
あ
と
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

５４
年
、
こ
の
遺
跡
の
丘
陵
頂
部
を
発
掘

中
に
ヒ
ト
の
顔
の
よ
う
な
も
の
が
忽
然
が
ん
め
ん

と
出
土
し
た
の
で
す
が
、
こ
れ
が
顔
面

と
つ
て

把
手
と
か
人
面
把
手
と
呼
ば
れ
る
特
異

な
装
飾
の
土
器
で
、
縄
文
文
化
が
最
も

高
揚
し
た
縄
文
中
期
に
発
達
し
ま
し

た
。顔

面
把
手
は
、
ふ
つ
う
深
鉢
形
土
器

こ
う
え
ん

の
口
縁
の
部
分
か
ら
ニ
ョ
キ
ッ
と
上
に

出
っ
ぱ
っ
た
格
好
で
付
け
ら
れ
ま
す

が
、実
用
的
な
把
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
か
ら
約
４
７
０
０
年
前
に
つ
く
ら
れ

た
こ
の
遺
跡
の
顔
面
把
手
は
、
吊
り
上

が
っ
た
大
き
な
眼
と
小
さ
く
高
い
鼻
、

ポ
ン
と
丸
く
開
け
た
お
ち
ょ
ぼ
口
が
印

象
的
で
と
て
も
端
正
な
顔
つ
き
で
す
。

中
は
空
洞
で
、
高
さ
は
１０
㎝
程
度
で
す

が
、大
き
さ
の
割
に
重
厚
な
造
り
で
す
。

こ
の
把
手
は
、
も
げ
た
部
分
の
割
れ
口

の
様
子
か
ら
、
土
器
の
中
を
覗
く
格
好

で
土
器
の
口
に
付
い
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
土
器
は
深
鉢
形
で
食
物

を
煮
炊
き
し
た
り
貯
蔵
す
る
た
め
の
も

の
で
す
か
ら
、う
ま
く
煮
え
る
よ
う
に
、

傷
ま
ず
長
持
ち
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た

素
朴
な
願
い
が
こ
の
造
形
に
込
め
ら
れ

て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

例
え
ば
山
梨
県
の
事
例
で
は
、
把
手
の

顔
と
は
別
に
土
器
の
胴
部
に
も
顔
が
表

現
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
場
合
、
把
手
の
顔
は
母
親
、
胴
部
は

今
生
ま
れ
出
よ
う
と
す
る
赤
ち
ゃ
ん
の

顔
で
、
土
器
全
体
は
母
親
の
お
腹
そ
の

も
の
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
て

も
顔
面
把
手
の
付
く

土
器
は
、
食
物
や
出

産
と
い
う
万
物
の
根

源
に
か
か
わ
る
精
霊

を
表
現
し
た
も
の
と

思
わ
れ
、
呪
術
や
重

要
な
祭
り
用
の
特
別

な
道
具
と
い
え
ま

す
。と

こ
ろ
で
、
藤
の

台
遺
跡
で
は
こ
の
顔

が
付
い
て
い
た
土
器

本
体
が
み
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
町
田

に
暮
ら
し
て
い
た
縄
文
人
が
、
こ
の
顔

に
ど
ん
な
想
い
を
託
し
て
い
た
の
か
。

も
し
も
、
土
器
本
体
が
ど
こ
か
別
の
遺

跡
で
み
つ
か
れ
ば
、
そ
の
文
様
の
な
か

に
謎
を
解
く
手
掛
り
が
残
さ
れ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※
こ
の
把
手
は
２
月
２４
日
ま
で
市
立
博

物
館
で
開
催
中
の
「
発
掘
さ
れ
た
町
田

の
遺
跡
」
展
に
出
品
中
で
す
。

�問
社
会
教
育
課
�
７
２
４
・
２
５
５
４

町田ボランティア・セン
ター（町田市民フォーラム
内）は２月から試験的に土
曜日の開所時間を延長し、
午後も利用いただけます。
これまで以上に、町田ボラ
ンティア・センターをご利
用下さい。
○開所時間 月～土曜日の
午前８時３０分～午後５時１５分
�問町田ボランティア・セン
ター�７２５・４４６５

（
財
）
町
田
市
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
公
社

パ
ソ
コ
ン
・
デ
ジ

カ

メ

講

座

【
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

今
年
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
？

○
日
時

Ａ
�
２
月
１３
日
〜
１５
日
の
午

前
１０
時
〜
正
午
▽
Ｂ
�
３
月
４
日
〜
６

日
の
午
後
２
時
〜
４
時
（
全
３
回
）

○
内
容

パ
ソ
コ
ン
入
門
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
閲
覧
、
メ
ー
ル
送
受
信
の
基
本

【
デ
ジ
カ
メ
講
座
】

パ
ソ
コ
ン
が
も
っ
と
便
利
に
使
え
る

楽
し
い
講
座
で
す
。

○
日
時

Ａ
�
２
月
２５
日
〜
２７
日
の
午

後
２
時
〜
４
時
▽
Ｂ
�
３
月
１８
日
〜
２０

日
の
午
前
１０
時
〜
正
午
（
全
３
回
）

○
内
容

パ
ソ
コ
ン
入
門
、
パ
ソ
コ
ン

の
使
い
方
と
パ
ソ
コ
ン
へ
の
取
り
組
み

方
、
画
像
加
工
の
基
本
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ

フ
ト
で
の
編
集
の
仕
方

◇

○
対
象

全
回
出
席
で
き
る
お
お
む
ね

６５
歳
以
上
で
市
内
在
住
の
初
心
者
の
方

○
会
場

飯
田
ビ
ル
２
Ｆ
（
中
町
一
丁

目
）

○
定
員

Ａ
Ｂ
と
も
１０
人
（
抽
選
）

○
費
用

９
５
０
０
円

○
申
し
込
み

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名

・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
希

望
の
日
時（
Ａ
ま
た
は
Ｂ
）を
明
記
し
、

１
月
３１
日
ま
で（
必
着
）に
町
田
市
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
公
社
（
〒
１９４
―
０
０
１

３
、
原
町
田
４
―
２４
―
６
、
せ
り
が
や

会
館
内
、�
７
２
８
・
９
０
６
７
）へ
。

ひ
な
た
村

催

し

【
�１
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
・
野
焼
で
縄
文

人
の
お
茶
碗
を
作
ろ
う
】

○
対
象

小
・
中
学
生

○
日
時

１
月
２６
日
（
土
）
午
前
１０
時

〜
午
後
２
時

○
費
用

３
０
０
円

【
�２
七
宝
焼
き
で
遊
ぼ
�
】

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
な
ど

を
作
り
ま
す
。

○
対
象

小
学
生
〜
高
校
生
の
方
（
保

護
者
の
参
加
も
可
、
小
学
１
・
２
年
生

は
同
伴
）

○
日
時

２
月
１０
日
（
日
）
午
前
１０
時

〜
午
後
４
時

○
受
付
時
間

午
前
の
部
�
午
前
１０
時

〜
１１
時
▽
午
後
の
部
�
午
後
１
時
〜
２

時
３０
分

○
費
用

３
０
０
円
〜
１
１
０
０
円
位

○
持
ち
物

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

【
�３
ひ
な
人
形
作
り
教
室
】

折
り
紙
で
す
て
き
な
５
段
飾
り
の
お

ひ
な
様
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

○
対
象

小
学
生
〜
高
校
生
の
方
（
小

学
生
の
み
保
護
者
の
参
加
も
可
）

○
日
時

２
月
１７
日
（
日
）
午
前
１０
時

〜
午
後
３
時

○
講
師

を
り
べ
・
丹
羽
芳
彰
氏

○
費
用

２
０
０
円

○
持
ち
物

定
規
（
３０
㎝
位
）、
筆
記

用
具
、
黒
サ
イ
ン
ペ
ン
、
弁
当

○
定
員

４０
人
（
申
し
込
み
順
）

◇

○
会
場

ひ
な
た
村

○
申
し
込
み

�１
�３
は
１
月
２１
日
午
前

９
時
か
ら
電
話
で
ひ
な
た
村
（
�
７
２

２
・
５
７
３
６
）
へ
。
�２
は
直
接
会
場

へ
お
い
で
下
さ
い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

催

し

【
�１
く
ら
し
に
役
立
つ
テ
ス
ト
教
室「
塩

分
テ
ス
ト
と
塩
分
控
え
め
料
理
」】

お
宅
の
み
そ
汁
の
塩
分
チ
ェ
ッ
ク
と

塩
分
控
え
め
料
理
の
ポ
イ
ン
ト
を
実
習

し
ま
す
。

○
対
象

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方○
日
時

１
月
２９
日
（
火
）
午
前
１０
時

３０
分
〜
午
後
１
時

○
会
場

忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー

○
講
師

同
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

○
定
員

２３
人
（
申
し
込
み
順
）

○
費
用

６
０
０
円

【
�２
消
費
生
活
入
門
講
座
「
暮
ら
し
の

セ
ミ
ナ
ー
」】

右
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
対
象

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

継
続
し
て
参
加
で
き
る
方

○
会
場

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
定
員

４０
人
（
申
し
込
み
順
）

○
費
用

２
０
０
円
（
３
月
１２
日
に
徴

収
）

【
�３
学
習
会
「
入
学
・
入
園
に
向
け
て

ハ
ギ
レ
で
手
さ
げ
バ
ッ
グ
を
作
る
」】

○
日
時

２
月
１
日
（
金
）
午
前
１０
時

〜
正
午

○
会
場

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
講
師

町
田
友
の
会
・
鈴
木
典
子
氏

○
定
員

２０
人
（
申
し
込
み
順
）

○
持
ち
物

裁
縫
セ
ッ
ト
・
ハ
ギ
レ

◇

○
申
し
込
み

�１
�２
は
１
月
２１
日
午
前

９
時
か
ら
�３
は
２２
日
午
前
９
時
か
ら
電

話
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
�
７
２
５

・
８
８
０
５
）
へ
。

※
�２
�３
で
託
児
（
２
歳
以
上
、
人
数
に

限
り
あ
り
）
を
希
望
の
方
は
申
し
込
み

の
際
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

顔面把手
（藤の台遺跡）

【
自
然
休
暇
村
（
４
月
分
）】

「
星
の
ふ
る
さ
と
」
長
野
県
川
上
村

に
あ
る
自
然
休
暇
村
は
、
町
田
か
ら
車

で
約
４
時
間
。

今
回
受
付
を
す
る
利
用
日
は
本
館

が
、
４
月
１
日
〜
２６
日
で
す
。
キ
ャ
ビ

ン
は
４
月
１
日
〜
２７
日
ま
で
冬
季
閉
鎖

中
で
す
。

※
４
月
９
、
１０
日
は
休
館
日
の
た
め
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

※
４
月
２７
日
か
ら
の
本
館
及
び
２８
日
か

ら
の
キ
ャ
ビ
ン
の
利
用
は
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
と
し
て
別
途
受
け
付

け
ま
す
。

○
申
し
込
み
で
き
る
方
は
、市
内
在
住
、

在
勤
の
方
と
そ
の
家
族
で
す
。

※
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
朝
夕
２
食
２
０

０
０
円
で
食
事
を
提
供
し
ま
す
（
要
予

約
）。

【
大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー（
５
月
分
）】

緑
豊
か
な
自
然
の
な
か
で
楽
し
く
野

外
活
動
を
し
て
い
た
だ
く
施
設
で
す
。

本
館
は
防
音
施
設
も
完
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
受
付
を
す
る
利
用
日
は
４

月
１
日
〜
３０
日
で
す
。

※
月
曜
日
の
午
後
、
火
曜
日
及
び
５
月

１
日
、
８
日
は
休
館
で
す
。

※
市
の
事
業
等
実
施
の
た
め
利
用
で
き

な
い
日
が
あ
り
ま
す
。

○
申
し
込
み
で
き
る
方
は
、市
内
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
方
が
過
半
数
の
グ
ル
ー

プ
ま
た
は
個
人
で
す
。
利
用
月
の
１
か

月
前
か
ら
は
、
市
外
の
方
も
予
約
で
き

ま
す
。

◇

○
申
し
込
み

２
月
１
日
午
前
９
時
か

ら
森
野
分
庁
舎
１
階
大
地
沢
青
少
年
セ

ン
タ
ー
（
�
７
２
４
・
２
１
３
１
）
で

受
け
付
け
ま
す
。
午
前
９
時
ま
で
に
お

い
で
い
た
だ
い
た
方
を
同
着
と
み
な

し
、
定
室
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
を
行

い
ま
す
。

１０
時
３０
分
以
降
は
電
話
で
の
予
約
も

受
け
付
け
ま
す
。

【
「
相
模
原
市
民
た
て
し
な
自
然
の
村
」

利
用
で
き
ま
す
】

市
内
在
住
の
方
は
、「
相
模
原
市
民
た

て
し
な
自
然
の
村
」（
長
野
県
北
佐
久

郡
立
科
町
、
女
神
湖
の
近
く
）
も
ご
利

用
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
け

や
き
会
館
（
相
模
原
市
都
市
整
備
公
社

�
０
４
２
・
７
５
３
・
３
３
３
３
）へ
。

暮らしのセミナー日程
講 師

日本消費者連盟
富山洋子氏

ジャーナリスト
郡司和夫氏

日本子孫基金
早坂由美子氏

〃

消費生活センター運営委員
※人数の都合により午前・午後の２回に分けて行います。詳細は初日にお知らせします。

テ ー マ

自給率４０％�日本の食の現状と未来

食品の安全性をどう考える
―食品照射の問題等について―

輸入農産物の現状
―ポストハーベスト・残留農薬の問題から―
世界の食糧・農業の現状

―遺伝子操作食品の問題から―
料理教室「とうふづくり」

日 時
２月１２日（火）
午前１０時～正午
２月１９日（火）
午前１０時～正午
２月２６日（火）
午前１０時～正午
３月５日（火）
午前１０時～正午
３月１２日（火）

自然休暇村利用案内
使 用 料

１泊１室 ８，０００円

大地沢青少年センター利用案内
１室あたり使用料
１，０００円
１，５００円
１０，０００円
３，０００円
２，０００円
３，０００円
３，０００円
１０，０００円
３，０００円
３００円
３００円
１，０００円
１，５００円
無料

利 用 時 間
９時～正午
１３時～１７時
１４時～翌１０時
１４時～翌１０時
９時～正午
１３時～１７時
１８時～２１時３０分（宿泊者のみ利用可）
１４時～翌１０時
１４時～翌１０時
１４時～翌１０時
１４時～翌１０時
９時～正午
１３時～１７時
９時～１６時３０分

室 数
１８ 室

施 設 名
本館（和室１０畳、定員６名）

午前
午後
宿泊
宿泊
午前
午後
夜間
宿泊
宿泊
宿泊
宿泊
午前
午後

日帰り（野外炊事場等）

施 設

宿泊室兼多目的室
（２０人用６室）

和室（５人用２室）

多目的ホール

キャビンＡ（２０人用２室）
キャビンＢ（８人用７棟、４人用１棟）
貸出テント（５人用）
テントサイト（１０区画）

工 芸 室

本

館

せ
い

れ
い

縄
文
の
精
霊
藤
の
台
遺
跡
の

顔

面

把

手

出張教育相談
２
月
５
日（
火
）�
鶴
川
市
民
セ
ン
タ
ー

２
月
７
日（
木
）�
な
る
せ
駅
前
市
民
セ
ン
タ
ー

２
月
１２
日（
火
）�
忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー

２
月
１４
日（
木
）�
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん

２
月
１９
日（
火
）�
堺
市
民
セ
ン
タ
ー

町田ボランティアセンター

土曜日の
開所時間を

延長します

自然休暇村４月分

大地沢青少年センター５月分

利 用 予 約
２月１日から受付

まちだ
歴史発掘

町
田
市
施
行
・
忠
生
土
地
区
画
整
理
事
業

保
留
地（
宅
地
）分
譲
中
�問
区
画
整
理
課（
�
７
９
２
・
３
７
７
１
）

その６


